














者 2 名と非色聴保持者 11 名に対し計測を行い，脳活動の
違いを比較した．その結果，色聴保持者 2 名において色














第 3の研究では，色聴における脳活動部位の相関を多変量解析手法の１つである SEM を用いて分析を行っ
た．分析には各色聴保持者の脳活動データ（スキャン毎の MR 値）を用いた．その結果，色聴保持者２名に共
通して左聴覚野→運動補足野→右小脳→色知覚部位のパスが確認された．また，色聴保持者 1 人からは右聴
覚野→下頭頂小葉→補足運動野→色知覚部位のパスも得られた．これらのパスは，音楽聴取から色知覚までの
一連の処理の流れを示していると思われる．これにより，共感覚メカニズムの考察に有用な知見が求められた． 
最後にこれら 3 つの研究結果から，共感覚メカニ
ズムに関して考察を行った．色聴保持者から見られた
右下頭頂小葉・補足運動野・小脳は，それぞれ音楽知
覚・音楽認知・音楽予測という音楽処理の機能を持つ．
これより音楽色聴の共感覚メカニズムとして，補足運
動野が下頭頂小葉にフィードバックを行い，下頭頂小
葉が色知覚を引き起こすという『補足運動野における
下頭頂小葉へのフィードバックおよび下頭頂小葉に
よる Over-activation』仮説を提案した． 
